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叶
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「
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大
る
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御
寄
附
を
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願
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し
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。
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お
、
御
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則
と
し
女
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な
わ
れ
ま
し
た
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洲
一
六
午
九
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十
七
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八
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口
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翌
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さ
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骨

A
i
r
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一
身
の
号
、
自
分
の
幸
せ
を
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く
り
出
一
主
主
ぇ
、
弘
に
ト
り
の
告
に
ら
一
円
下
主
催
関
と
お
強
力
バ
こ
の
誌
に
大
い
に
お
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
十
大
洲
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役
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i
rこ
一

一

一

昭一一

l
川
|
内
!
し
れ
わ
尚
町
一
さ
な
け
れ
ば

5
2
0け
れ
ど
も
一
一
段
と
安
定
言
欲
し
い
こ
の
頃
一

g
zめどおり主す
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寄
金
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お
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よ
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が
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迫
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て
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梶
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比
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…
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滝
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佐
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玉
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f
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ま
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。

協
の
得
喪
の
手
続
き
の
必
要
が
あ
り
一

lillili----

①
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滞
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付
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に
よ
っ
一
年
金
額
九
干
円
一
た
支
給
さ
れ
て
ふ
り
、
年
金
額
が
し
f
f
一

一

大

洲

農

業

改

良

普

及

所

一

一

;

ー

一

国

民

年

金

の

加

入

期

間

(

納

付

期

間

一

て

生

計

を

維

持

し

た

友

等

が

義

一

⑨

年

金

額

一

万

二

千

円

未

満

の

方

千

二

こ

な

り

ま

す

。

一

一

麦

の

生

産

合

理

他

は

、

現

下

の

重

要

一

l
一

l

L

q

、
フ
一
と
免
険
期
間
)
と
被
用
者
年
金
制
度
-

務
均
台
終
了
前
の
子
等
と
生
計
一
は
、
七
O
才
か
ら
は
一
万
二
千
円
一
(
三
)
保
険
車
の
利
め
方
式
仏
和
三
一
一
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
課
題
を
併
決
す

一

一

一

の

加

入

期

間

は

、

す

べ

て

通

算

し

て

一

を

同

じ

く

し

て

い

る

こ

と

。

一

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

十

七

年

分

保

険

料

ま

毎

月

地

区

長

さ

一

一

る

た

め

に

は

、

麦

作

の

労

力

を

節

減

し

一

一

l

一

各

年

金

を

計

算

し

ま

す

か

ら

、

む

だ

十

(

一

三

者

年

金

百

一

、

保

険

料

免

日

内

し

て

、

会

主

一

ん

を

通

じ

て

司

さ

れ

て

お

り

ま

す

一

一

か

っ

、

一

憶

を

維

持

噌

大

し

て

生

産

一

人

b

m

L

j

一

:

{

:

一

に

な

る

期

間

は

な

く

、

非

常

に

有

利

①
年
金
額
は
、
免
除
期
間
一
年
に
つ
一
人
友
一
単
品
川
カ
文
治
さ
れ
と
せ
/
一
カ
未
納
月
の
あ
る
方
式
、
地
区
「
一
一
段
の
切
り
下
げ
を
は
か
る
た
め
に
、
新

き
三
五
O
円
で
計
算
さ
れ
、
受
給
一
(
一
γ
保
険
料
室
部
内
約
し
て
い
る
一
ま
た
は
市
社
会
京
連
詳
へ
直
接
一
で
あ
り
ま
す
。
一
し
く
機
械
化
に
よ
る
案
出
栽
培
法
の

器
産
数
の
中
に
は
免
除
期
間
一
在
、
会
主
の
支
給
が
あ
り
ま
一
納
付
し
て
下
さ
い
。
一
(
一
一
)
告
を
加
重
し
て
話
さ
れ
る
一
票
浸
透
在
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ

も
は
い
り
子
。
一
せ
ん
。
盟
型
を
も
ち
ろ
ん
(
一
昭
和
三
十
六
年
分
保
険
料
は
、
市
社
一
方
、
転
入
さ
れ
た
在
、
手
限
定
一
る
。

竺
一
二
才
以
上
の
方
に
は
、
特
例
と
一
補
完
的
)
福
祉
年
金
支
給
さ
れ
ま
一
室
ま
た
は
連
絡
所
へ
納
付
す
る
ほ
;
保
険
料
銅
器
一
吉
印
銑
を
も
っ
て
一
栽
培
法
と
し
て
は
、
産
量
、
書

し
て
、
次
の
年
金
額
産
省
と
一
せ
ん
。
そ
し
て
、
理
主
も
つ
く
し
一
か
、
納
付
者
に
よ
り
郵
便
局
員
互
市
社
会
課
ま
た
は
連
絡
所
に
行
っ
て
豆
、
ス
ピ
ー
ド
栽
雲
寺
が
あ
り
ま
す

し
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
了
間
納
処
分
存
な
わ
れ
る
こ
と
が
一
入
代
置
に
払
い
込
ん
で
下
さ
い
。
て
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
一
現
在
布
地
区
に
お
い
て
は
議
穴

納
付
し
た
期
間
が
一
年
以
上
回
一
あ
り
ま
す
。
一
回
、
被
保
険
者
の
苦
は
、
早
く
市
役
一
住
所
変
更
の
手
続
き
を
L
及
、
納
豆
語
が
適
当
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

年
未
満
の
場
合
一
昭
和
三
十
六
年
同
月
一
日
書
に
お
一
所
へ
屈
け
て
下
さ
い
。
一
付
し
て
下
さ
い
。
こ
の
芳

3
2一
し
、
将
米
に
お
い
て
は
、
機
砲
を
前

年
金
額
五
千
円
一
い
て
宜
主
以
下
の
強
制
被
保
険
者
一
(
一
)
厚
生
主
船
寝
室
袋
一
り
ま
す
と
、
滞
納
と
な
っ
て
年
金
が
一
望
し
た
ド
リ
ル
街
、
富
郎
、
ス
ピ

受
給
婆
件
納
付
し
た
悶
闘
が
四
年
以
上
七
一
で
一
資
格
取
得
届
を
出
し
て
い
な
い
方
↑
用
者
年
金
制
度
の
加
入
者
が
会
社
な
も
ら
え
な
く
な
り
主
9
0

一1
ド
栽
培
の
方
向
に
な
る
だ
ろ
一
つ
と
田
山

F
抽
片
時
的
、
、
計
訂
以
、
創
刊
日
!
、
一
れ
お
れ
れ
引
叫
ん
川
、
円
川
引
、
斗
出
則
閉
山

υ小
川
、
副
川
町

-
i
i
l
l
i
t
-
-
t
i
t
i
l
-
-
i
i
l
i
-
-わ
れ
ま
す
。

土

問

れ

れ

昨

日

川

町

一

向

日

目

立

十

円

、

(

十

品

目

的

「

を

あ

げ

る

た

め

の

共

同

一

火

事

は

一

hr時
間

刊

日

一
他
の
産
業
ど
向
一
じ
く
色
々
と
川
ば
れ
そ
一
そ
の
山
民
主
作
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
ら
が
匂
っ
と
謀
一

i

7

b

h

一談

E
ぃ。

i
一
し
て
移
り
つ
つ
き
。
一
ど
の
よ
う
に
作
っ
た
ら
安
い
号
、
一
官
、
も
っ
と
露
骨

3く
進

一

む

の

設

営

ら

か

昌

一

国

一

一

一

川

町

事

官

一

r
d
w
a
A
S
R
d
J
i
l

一

協
同
一
大
型
没
業
1
合
理
伯
経
営
を
夢
見
て
一
多
く
の
米
が
肘
れ
る
か
を
許
算
し
て
見
一
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
が
一
ぶ
つ
か
一

i

巴

4

4

1

i

一

;
一
、
次
芳
思
諜
は
一

h
z
q
Z行
な
わ
-
る
町
宮
市
で
あ
古
川
が
あ
る
か
ら
米
を
一
ら
、
附
り
が
や
る
か
ら
、
の
お
交
問
紘
一
秋
の
火
災
予
防
運
動
お
わ
る

一
れ
ん
と
し
て
い
る
。
一
作
る
の
で
な
く
、
米
手
作
る
こ
と
が
最
一
日
で
な
く
、
組
合
が
わ
る
か
ら
又
市
が
一

一
自
給
自
足
の
凪
(
刑
的
な
草
刈
り
(
半
一
ふ
り
有
利
な
か
ら
、
田
を
(
臼
に
し
て
)
一
あ
る
か
ら
、
の
お
任
せ
農
業
で
は
な
く
一
引
手
全
国
火
災
予
防
江
到
は
、
市
民
一
指
呼
を
り
つ
な
ど
し
て
市

費
一
取
り
)
重
で
あ
っ
た
当
地
方
に
川
町
て
一
利
用
す
る
の
だ
と
云
う
考
え
方
で
あ
る
一
、
自
分
l
自
分
達
一
の
ソ
ロ
パ
ン
で
得
た
一
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
協
力
に
よ
り
、
そ
頁
の
注
一
口
山
を
喚
起
し
た

廊
崎
一
も
、
こ
れ
か
ら
の
多
く
は
二
け
作
り
農
一
農
業
と
て
、
自
家
の
将
来
の
た
め
に
一
z

門
信
と
勇
気
を
も
っ
て
、
当
ら
な
け
れ
一
う
と
う
の
成
果
を
お
さ
め
た
。
↑
こ
れ
を
限
会
に
つ
ね
日

一
戸
一
二
業
と
さ
一
え
云
一
、
も
一
つ
け
る
の
だ
と
割
り
切
っ
て
考
え
一
ば
な
ら
な
い
。
一
肖
訪
問
で
は
、
は
ド
め
の
計
画
に
も
ご
ろ
の
防
火
に
対
す
る
注

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

口

;

一

一

わ

れ

て

い

る

一

什

物

を

作

り

一

と

づ

い

て

、

市

内

一

円

の

山

火

作

若

佐

一

事

笠

原

り

な

い

よ

う

に

し

一

一

一

曲

辰

一

所

調

、

作

一

庁

、

室

器

削

一

は

じ

め

、

各

地

域

独

自

で

防

火

訓

料

、

た

い

も

の

。

一

一

替

一

れ

る

か

ら

作

一

L
3
間
二
レ
μ

¥
の

h
誌

ゆ

凡

主

っ

て

よ

り

よ

一

二

一

の

一

る

の

で

な

く

一

メ

ー

:

一

イ

〆

一

JAY-
い
商
品
に
し
一

一

ご

1
一
、
引
合
っ
か
一

i

庁
、
利
益
を
あ
一

一

l
一

ら

作

る

笹

山

一

大

州

農

業

改

良

普

及

所

げ

る

こ

と

は

一

一

二

阿

川

一

一

一

一

一

一

へ

の

序

行

で

一

よ

り

以

ヒ

の

一

号
一
一
一
一
一
あ
る
。
然
し
一
る
な
ら
ば
、
そ
の
縫
位
の
手
段
、
互
依
一
専
門
的
年
比
九
の
上
に
立
っ
て
、
徹
底
一

2
一
こ
れ
ら
の
作
業
や
経
営
の
完
形
は
変
一
に
つ
い
て
今
二
一
七
柿
断
的
に
、
自
分
自

τたム
撞
似
の
中
か
ら
こ
そ
生
じ
る
も
一

一
れ
ど
も
、
産
業
で
あ
り
企
業
で
あ
る
本
一
身
で
ぢ
え
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
の
で
あ
る
3

ざ
れ
ば
日
体
ち
V
L
技
術
の
一

8
一
寅
に
は
変
り
は
な
い
、
白
む
し
ろ
企
業
一
も
と
よ
り
農
業
は
、
自
然
条
件
に
丘
一
切
り
中
旬
り
や
、
肥
料
の
宝
冗
り
や
、
仇
一

十
一
的
に
者
え
る
か
ら
こ
そ
近
代
悩
し
て
行
一
有
さ
れ
、
小
さ
い
生
産
，

Zに
、
然
も
一
上
計
釘
だ
け
で
は
い
け
な
く
な
る
。
一

…
く
の
だ
け
れ
ど
も
l
、
こ
の
中
に
あ
っ
一
生
産
物
は
、
百
手
が
山
山
内
引
を
決
め
る
現
一
叩
に
冴
え
る
松
の
問
山
、
を
眺
め
て
、
世
一

一
て
最
も
大
切
な
の
は
、
や
は
り
、
こ
れ
一
状
で
は
、
伐
術
的
に
も
経
常
的
に
も
、
一
か
に
は
情
緒
に
浸
る
感
情
も
さ
る
こ
と
な
一

一
ら
冴
動
か
し
て
行
く
お
刀
い
の
?
元
一
間
湿
は
多
い
。
そ
れ
で
個
々
に
削
決
せ
一
が
ら
、
問
日
の
f

午
信
な
生
活
の
た
め
の
一

一
で
は
な
か
る
っ
か
。
変
っ
て
行
く
主
つ
一
ね
ば
な
ら
な
い
(
で
き
一
る
)
事
と
、
共
一
問
手
岳
山
れ
で
は
な
ら
必
い
o

一

一
で
も
、
人
の
心
、
考
え
が
案
外
吉
佳
一
同
に
倹
た
ね
汁
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
一
一

一
支
持
代
の
名
残
り
に
、
別
れ
を
つ
げ
難
一
切
何
に
大
型
信
し
た
自
主
経
営
で
あ
一
↑

一
い
。
!
神
代
以
来
の
ス
キ
、
ヵ
マ
農
業
一
つ
で
も
、
そ
の
肥
料
な
り
、
礼
な
り
部
一
一

一
で
は
い
け
な
い
と
知
り
つ
つ
も
o

-

分

的

に

は

共

同

に

依

伴

せ

ぎ

る

を

得

一

な

一

一

川
判

i
l
d

。J
/

一
正
一
一
て
!
同
J
s
e

(2) 

『
希
望
の
灯
明
る
く
と
も
す
国
民
年
金
b

日1 0 

(
つ
づ
き
)

昭和 37年 12月

障
害
福
祉
年
金

年
金
額
、一
万
八
千
円

受
給
要
件

①
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
当
該

傷
病
前
ま
で
、
免
除
ま
た
は
納

付
し
て
い
て
、
滞
納
期
聞
が
な

い
こ
と
。

②
法
に
定
め
る
一
級
障
害
に
該
当

す
る
こ
と
。
こ
の
診
断
は
、
医

師
が
行
な
い
ま
す
。

母
子
福
祉
年
金

準
母
子
福
社
年
金

年
金
額

d
t

基
本
額

加
算
額

ず

一
万
二
千
円

子
二
人
目
か
ら

四
千
八
百
円

お

F主主鈴
JL!弘通

戸ー一一一-'"

げ

/

よ'¥..

/ 

員
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

ロ
月
l
目
、
別
名
の
委
員
を
改
選

長
い
閥
、
薄
学
な
人
々
の
た
め
、
じ
み
に
お
世
話
く
だ
ぢ
っ
た
民
生
委
員
、
八
一
名
の
改
選
が
行
な
わ
れ
た
。

臓
を
辞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
長
い
問
、
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
、
ま
こ
と
に
乙
」
苦
労
さ
ま

μ

で
し
た
。
市
民
こ
ぞ
っ
て
厚
く
お
ぬ
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
新
し
く
選
ば
れ
た
方
々
に
は
今
後
三
年
間
、

ご
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ
と
で
す
が
、
閉
る
い
市
づ
く
り
の
た
め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

新
民
生
委
員
は
、
次
の
と
お
り
。

民
生

大
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カ
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@
正
月
用
の
衣
服
は
、
外
出

一
/
，
者
ふ
だ
ん
替
と
も
ひ
と
り
分

ず
っ
そ
ろ
え
て
、
不
足
分
は
メ
モ
し
て

お
き
ま
す
。
こ
の
メ
モ
を
し
て
お
く
と

い
う
こ
と
だ
け
で
時
閥
的
に
も
経
済
的

に
も
無
駄
が
は
ふ
け
ま
す
。
た
と
え
ば

、
家
政
が
多
い
と
「
あ
の
子
の
下
着
は

ど
つ
だ
っ
た
か
、
靴
下
は
、
手
袋
は
i

i
」
と
府
先
き
で
考
え
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
不
足
分
、
寸
法
、
好
み

な
ど
を
書
い
て
お
け
は
ほ
か
の
用
事
で

出
か
け
た
つ
い
で
や
、
掘
り
出
し
も
の

の
あ
っ
た
時
に
間
に
合
わ
せ
ら
れ
る
し

、
ダ
ブ
ル
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
針
仕
事
は
、
ふ

だ
ん
よ
り
手
早
く
仕
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
か
ら
、
午
前
中
を
有
効
に
使
う

こ
と
で
す
。
縫
い
か
け
の
も
の
は
、
一

々
片
附
け
て
し
ま
わ
ず
に
、
洋
mm箱
の

フ
タ
と
か
み
だ
れ
か
ご
の
中
に
入
れ
て

、
ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
も
あ
い
た
ら
、

続
け
て
縫
-
つ
よ
v

つ
に
し
ま
す
。

弘
之
。
忙
し
い
と
き
は
、
何
と
い

っ
v

つ
で
も
手
軽
に
で
き
る
料
理

が
一
番
で
す
が
、
つ
け
も
の
と
か
、
っ

く
山
に
お
、
み
そ
し
お
は
か
り
で
は
、
円
以

予
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
充
分

に
栄
誌
を
と
っ
て
お
か
な
い
と
、
か
ぜ

手
び
い
た
り
阪
れ
た
り
の
も
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
く
ふ
う
の
ほ
う
で
手
聞
を

は
ぷ
き
ま
し
ょ
-
つ
。

@
献
立
て
は
二
円
分
ず
つ
考
え
て
、

二
度
の
司
物
は
一
度
に
す
ま
せ
、
下
ご

し
ら
え
も
一
料
に
し
て
お
く
と
、
あ
し

た
は
少
な
く
と
も
一

J
三
問
問
の
ゆ

と
り
が
で
き
ま
す
。

お
で
ん
や
シ
テ
ユ
ウ
な
ど
、
投
か
え

し
て
も
お
い
し
い
も
の
は
、
一
悲
い
時
期

で
も
あ
り
、
一
一
円
分
ぐ
ら
い
作
っ
て
お

け
ば
、
ま
っ
た
く
の
干
問
な
し
に
な
り

ま
す
。
同
り
つ
け
方
や
お
山
を
変
え
る

何
度
て
、
残
り
も
の
を
食
べ
て
い
る
と

い
う
感
じ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。


